２　カリキュラム案　　
●4月20日（火）栃木県日光市から
「キッチンカーの今 -コロナ禍から見えてきたこと-」舟越隆裕さん
コロナ禍で移動するお店が地域の人々に好評。伝統食「しもつかれ」素材を使った、パニーニを作り、マスコミ取材も。日光は「スローライフ・フォーラム」開催地。個人会員。
●５月18日（火）新潟市から
[bookmark: _Hlk66714626]「酪農のし尿を肥料に。MOO&PLANT」村井康人さん
北海道の牧場の牛のし尿を熟成、無臭の植物活性化・液肥に。循環型商品を開発して10年、販売も定着。食育研究家。新潟は「スローライフ・スローフード展」開催地。個人会員。
●６月15日（火）静岡県掛川市から
「互産互消で、地域同士が支え合う」佐藤雄一さん
地産地消ではなく、地域がお互いの強みを活かして支え合う生産・消費の仕組み。実例を挙げながら。掛川は「スローライフ月間」開催地。未会員。
●７月20日（火）東京都
「スローライフ、生命誌研究の視点から」中村桂子さん
●８月17日（火）長崎県雲仙市
「スローライフはどう進んだのか」松下隆さん
雲仙市での「スローライフ・フォーラム」時の提案を紐どきながら、どのような展開がみられているのか？当時の担当者から聞く。雲仙市は自治体会員。松下さんは現在、市政策企画課課長、個人会員でもある。
●９月21日（火）和歌山県海南市
「海辺の集落で頑張る！“げんき大崎”」西川展子さん
和歌山県下の地域おこし活動のなかでも注目される、海辺の母ちゃんたちの活動。カフェ運営、魚販売、体験を商品にして漁業を守る。個人会員。
３　やりかた
①第３火曜日夜を原則に
②zoomが主。会場はどうしてもの時。
③スピーカーの話の後、参加者の意見交換、スローライフ的な展開へ。聞くだけでなく話し合うことを大切にする。
④基本、顔を出して参加してもらう。
⑤進行係はいずれ、いろいろな人が。
⑥チャット利用の展開はいずれ。大人数になったら、事務局に余裕ができたら。
⑦録画をとる。参加予定で欠席になった方で希望者には送る。
⑧年12回開催する。カリキュラムを出す。せめて半年分ずつ。
⑨申し込んでいて開催前日までにキャンセルがなければ、不参加でも料金が派生。メールで請求し、〒に振り込んでもらう。会費は〒口座に一本化、現在、振替口座だが今後「ゆうちょダイレクト」に。
⑩スピーカーへは基本、謝金なし。

